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論持暖月第655号

川明日
新聞の夕
刊州コママン

ガは、
剛山俊二というマンガ

家が
相当する「ベエスケ」で

ある。この「ペエスケ」は、
制刊

の「フ
さ
一太伊に比
三』ず

い
ぶ
ん
と

H会りす
る
伐の
必い

マンガであるω
毎日、おもしろくらおかし

くJZい
内符であリ、凶山wー

が
い
か
に
マ
ン
ガの
J伎の
ない

人間であるかという恥さらし

をしている占フ
宇品《

よ能がない。
まあ、それは

いい。
しかし、
じ川二十aハ日

付の
イエスケ」貴州んで（川凡

て）桃川い九

火山市な品提

高� 3種部便物�可(3) 

各自＠

－
バやじているのであるれ

＃守

内務芥を
し
・4三一一

人の人物多品い
れあ一コマは、

一人が身につけているものは

なんで
し丙洋のもの
と日悦し

ておリ、
JU7一人がそ1－パわ

れてしゅんとしてい
る同

第二コてしゅんとしたわね 菊田均－ばっているのである可

明らかに、「ム
日間波で
お船

米口附は
舶来品だ」とい
立芯味

である。
「川浮からの
納米白川

には劣るか、
まあ、これでも

いいや」とい‘
ヱ品味である。

これが
ぶ別
品川パでなくてな

んであうっ。
もし似に、「ムU

むし、
小林氏の激しさか、

時に人を「山民怖」させ「民党」

を帰く、」とがあった
主すれば、

それは
小林氏ほど
いHN制に、ル仁

川会保待て批
判文
多汗いた人

いか他に一人
むなかったからに

はかならない

と代日いて、
小林に対する

「
読」と「以F

Zト干る

からといって、
小
林禿雄の同州

が「死
い術品川」だったわけでは

ないニ
とを偏附いている
だカこ

の江桜山げの
J必にだゥて、ケチ

をつけ47
hh川ムザえばっけ句れる

のである。
「小林氏は
YR山制に

とか「他に一人
むなか勺た
と

とばは介されるということは

ありえない。
削鮮に
刈するしに

M幡、向的のみな
・与品開に

対して、日本は正しい
刈応ゃ

しなくてはならないからであ

る日ごろ
例制府間係の
川凶にお

いて、足

別発一Jや燥し
く糾仰

差

別

発

言

を

許

寸

朝

白

新

聞

の人
物が
も九州をかけている同

舟ニコマでは、その人物が

も九州で－vつJっている。
「人J山

手押すか、
納米山川だな」
え

そし
ず品川コマに雫ると、

その人物が、7れしそっに
川訴

でとりょせたウナギどんぶり

会長べながら「ム
仏製だ」と

的」ということばを
dp

ということばに従きかえれば

どつなるのか。ただで
はすむ

まい。
削鮮人に
付する明らか

京滋伐となるからである。

しかし、「
削鮮製の
舶米」

ということばは許されなくて

も「ム
戸符裂の
舶来」というこ

している日
広人たちは、これ

亭除…って
u起していてよいも

のである7か。
もし、
市私引の凶
山ぷが、こ

れ券取出製品．けでないと．U7の

ならば、「ム
リ的」ということ

ばを
「Mmpということばに

泣きかえて、
もつ一
広畑いて

z縦一昨はいうが、これだ
7止

峰山川げの小林秀雄に対する
世い代を

一
千
たすUの
に
工
手、さし
支
品

wmがあるとL思えない“
窓ニ

下叩め九岬が4ruHMやりすたと！τ、そ

百
主議する札
機wbttM，じ

FKぽに
丹地・勺すだ
irct・H
えたい

T」とはないのである，

一
また、
保持げの
『小川

正緋V

Wリ『tA
こ斤一パ
絡寸
こま、
ア一の

；
ii
t
－－ー
で

而r
paH叫（小佐務縦）の
好梓・yy年

’Qためにのみ、
附利U附串r一昨すdりr

は釘けιしたかにみえる」
τいう

躍があるa「強
製品
労
市机」

一なったらのはおおわね均五で

猪

木

正
一叫

「猪木正道の大敗北」
奥原l�t弘・中川八洋・桶谷繁雄

他著
T「吋m：：ニ品J弘；t . �守一

主ヲであるつから、
d
g十
一その
花への江
警の付与が

の文円子」は小体究滋という叫旭川地一例性的なのである可

のために「死層雪」と作して一
はっきりいって江操作りあ

しまった、という－dいい刀は必ず
一治文は、できがいいとはいえな

Lztがっているわけではな一い。
何か恐ろしく例人
的なもの

い。

一によって彩られていて、治況が

だか。人のふ析として以桜山一点i当のところよくわからない

の峨文常川叫むと、やはり削れか一何だかよくわからないのだが、

った、ということになる。
江総

一い略的印の人間がよく現われてい

－Mの泌が
品川流に
制ちているとし一るというのがこの治であろフ。

て、
飛躍そのものが江
勝山げとい一
この論の
米地に
付された
「付

う一人の人間の

存仕川崎努段わし一
記」には、この泌が
「中央公論」

ているからである。
江川勝一
いよ和一でポツになった
が怖が代いかれて

谷との間に何かの変化があっ一いる「ちょっ
とすごいな」と

たことやそれは・ボしているが‘
一円仏が思ったのは、

「中央公治」

言

論

抑

圧

事

件

の

顛

末

荒
井提か
小向八
洋氏と
特筆号哲点って、
中引

接製品叫山に点
以地般に提

訴し、やがて

ベち州降伏Hに

近い
条件で
利解するに日常いった

－fu出
岬法判の制
末を、この「月

wdpの
り警は知
怒してい

て2q枇人の
大多数はほとん

ど知るまいJ

「川河丈ぷ」を

はしめ、いくつかのマスコミ

はこの

ぷパ掌報じたが、
大新

聞が
会く
黙殺したからであるω

なぜ
者叫が起きたのか、
非

はいずれの側にあったか、こ

の
訴ぷはいかなる

教訓歩扱し

たか、
等々
の
爪必な
問凶ド円…を

総折し、ニの
訴ぷのあったこ

とすり知らぬ人たちにい仙える

な味から、
セ川の
刊行
同地汗義

深いといえよっ。

いれの起こり
は小川氏が「川

wmA」紙上で
初本氏の
治文

や批判し、「ゾ
泌政川の
代内

入になったかの加くである」

など
PRUいたことに始まる。

激怨したといい、えられ
る術木氏

は、
中川氏及び
「月附菅川」

の

制仙封殺発’付人の州
谷繁雄氏

に付し、
問題の
U叫止め取り消

し
と訓
非広行の

仙川帆房長ボし、

ついで
い禁撲に
ゑ位制で

川沿排し、あわせて点
以地

般

に山山川賠償
と謝

年以竹主水

める
民心訴訟
や提起したのだ

っ九
当初、
納谷氏は
析が氏

に付して

「月附ぜ岬」紙ヒで

合
唱み奨めたが、一蹴して

問聞は「十日米、
死恥以々
といわ一九岬剛仕上の鳩山雌がμにつく
たと

れる・：：・」
主川いている。
また一えば江藤
在、
粕谷が小林禿

粕谷は、
小林について「厳一
維を「取奴的」と訓刷した山…を

い然的A能」という枠制乞ニの治一とらえて、
小林を成無的とい

の小でいサえている。

一うからには、
柏谷山a分は何を

江総停がかみつくのは、
d～一’いしているのか、と叩っている

悦則前々」と「倣然的」とい、2J
一ということになると、人は何か

ん安」めぐョてである。江峡店、一の訟をいLe
Eなしに
取

市商太郎の
援の坊での小林一銚…」というJ
ヂ長つてはいけ

のアイサツと、
「諸君／e」（回一ないことになってしま王
虚無

．5HH粕佐竹の治め依っている一的な人聞が別の人山のことキ指

のと同じサ）に発表されている一して成奴的とバったって別にい

小林の二つの緋筒、
反ぴ「均一いじゃないかとねは思7のにか、

打／」の川じサに党ぶされてい一このあたリのさゆうくっきは札

る鈴木九川「小体少J
先生の死一
作川げの必の成制学来していよ

ル上初」
会それぞれ引川しながら、一う
たとえば江崎出、

l小林が「段無的」
ずさく、一

その周附が「何Mm折々」の状態一

であったわけでもなかったこと一

歩立証しよフとしている。
一

これだけのことであれば、こ一

とは小林先雄山川制的問凶争泊る一

ことがない。
どっちもどっちと一

いうべきであって、
納谷説、
一

江繰必のどちらや下又持しょ7と、白

例人の「好み」の
問凶に
す会以・0

い
だが江
体川げはここで、
柏谷

一
希その人の
♂制変」
字削揺に

しょっ
とする。むし
ろ力点はこ

ちらの側にあるのであって、そ

のことが江
峰山げの

小一担任問梶

に日んたものにしているのであ

る－礼川勝山川げの
制作批判
やふむと、

新 刊芸してみ主
そしてそ品を

曜日人に見せてみ主
一

しかし、
同山のよフな・
寵

りない？ング山本にr偏向
芳

川がわかっていヰつ
附－の

別本は、こういう
ぷ別%台を

亨
W
閣の
院にあ%

？なわちム日間に刈しず
ど

万なひどい－
Fまバって曹い

い、．台、むしろそ
44’る－と

か初日

と中申大陸との
開z

t，良くすることがで－主
干と

いう、
奴織の心一則であゐ一
お

ぞらく、Hご
ろ似鮮人へ－FM

ω甘ん．け
会科州する日
本人
ち

ぷ土’～、

利子か台
湾ゆ、“
ン切

，すてて知らん
削多子合
言

、
あ
う7，
ι血
f
H
く
♂叩
一
料

丙判断）を知、
与’」
と（回失）

の
健市川だっ九
この

1A附批判」の川子高一

必なポイント
は術本氏
夜明a

を安じて、
必延での凶いH

志逃択したことである。

本kuの中で
仙ハ介氏は、
古小火

控訴

ら防前大川下一校い民をつと

めたじ
十点凧近い
稲本氏と、
戦

後生まれの小川氏とでは、「い

わば

枇間的な怖からパ、えば川

とスッポンである」にむかか

わ
らず、おだやかにた
しなめ

ることをせず、「川
附技岬」

の
紙山総供
歩断って、「
法判

でこの私
と小川氏とをやっつ

けヰつというのは、
；H治
…仰げは

としかJいよつがない」
hRH

いている術本氏にはでは岬の’U山を

圧設する」ヰフ
な大それた考

えはなかったのかも知れぬ。

「川とスッポン」の
若を℃引

の鋭い批判
に刈する
い時付リ
に戎

宏忌れたのか
も知れ均
また．

ミニコミ紙の

河川ぜ伊が

相手だから、
車問
主出って

・
位的に出れば
M伏するだろ

う
と与えたのかも知れぬ。だ

が、
相予が
羊六一本であう7と

ぷド’だヲ？っと．ミニコミだろ

うと
・ぶ簡たうっと、
栄氏

は
時世附した
冶端に
円パ論人たる

こと
寺比めた
も川然なのであ

るこの点
在係正氏は、
実

に
も仰帆鈍された

「月間位端」

紙上の
論文
で鋭〈術いている＠

への
ぬ峨の
川町付をめぐってやリ

とりが行われている
泌位で江総

宅
手訪れた
中央公

論糾柱口一手門

前払いするくドヴ
であ込どんな

が仙があれ、たと＆川ぶれなし

とはい、人
出事め

れ鴨川巾．仕析

がわざわ

ざ口事v訪れたのだか

ら、
会っ
てげ川会向いてもいいの

ではないかと私などは思ってし

まつのだが、
江ル線以においては

そ7ではないのである。そのこ

とを
「什記」とし
て川会制めて

いるこ
と歩λ苛めて、「ちょっと

すごい」
井忠ってしまったのだ

っ九

（茎
詳論家）

・．． 

、圃圃

こ

に

結

実

すなわち、
初木氏はつは岬で

あれ
ば以降刷」するが、
小
川氏

η、1パ－Aリ4．1九州でま止く「株

C
SK
flEU
13

；

 

力」であるとして
行訓した以

上、すでに
－ーは畑氏としての戎

FV放榔して
裁判店の判断を

仰いでいる。
務木氏は苧句〈

法延で敗れるだる7が、その

史へ
快〈
判決に
似して「ソ

泌政府の
代別人になったかの

如くである」との小
川氏のピ

似の正しさ
f五市的に必める

のであろっか、それと
J最木

氏の言い
分余認めぬ
．ぺ法（日を

思しHCまにいうのであ噌つつか

と、
校以氏は述べている。

－e論人にとっての
誌帥はた

だひとつ、
市しかありえない白

山梨氏民排した
瞬間から、

自分の準によって反駁あるい

は
説符する

カト？訟
判－Vの

判断
や法の

始制ガ安下立に似

えた沢で、これは
一一パ必人とし

古美術の世界へ
｜中園、 日本の古陶磁器｜

当店は、 国際的に通用する古美術を蒐集する皆様のお役

に立つ為に世界中を飛び廻って、 名品を捜す努力を致し

ております。

初心者の方から本格的なコレクターの方までお気軽にお

立ち寄りください。

ての
此存為にはかならない。

しか主
排峨術は、
立に染

まぬ

言明乞足手るための手

段として、しばしば用いられ

ていること
手話木氏が知らぬ

とは
思えない
たとえば
術本

氏はサンケ
4間
ZF欄

の
焔州市おであるのに、その

サンケイが
eH民党の
芯川ルト先H

を伺いしたために日
生産λ

かられ普
誌で訴えられ、長

年内月にわたって「サンケイH

共一一
ほ叩荷」歩飼っているこ

とを知
ら
ぬ
の
で
あ
うっ
か。
こ

東京都港区六本木3ー2 -19 fi (585) 5 0 3 8
｛飯倉高速入口の前】 午前10時～午後6時
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闘闘闘嗣回

教
育
問
題
の
充
実
を

主人が

「月川店池端」
や肱必

して一
二年けになり
ますが、ニ

ニ二、一二ケ
ハ間の紙而は、
私

ど
も1臨にとり
まして
JV火変

布採れゑ門容のものばかりで興

味

深く持μしており
ます

特にhハ
川
上似川一ヅ
の
泳
信
長引一

「ユタのチ伊
（新制
的・一め知名度会ぞれはェ小すとともに、

8）と題する山総川町の論文には、一摘の・中教ぞのものが
福山性に山川

「〈一徒党〉と〈私
窃の悌日比」
一んでいること宏一小していトえ

という例題がついている。この、一
「別刊文谷」
の見出しが泊硲

いささかドギツ
tぷ組と川地を一に
器引しているよ7に、－江嘘岬

もったhハO枚ほどの治文（他に一文では間人の知淑人が批判の付

「付必」として、
－O枚ほどの一象になゥていえその間人とは、

受がつけ加えられている）は、一
容一昨州、
小抑制紘、
山川正利、

exmM札ぴ山市．にぷ凶手提供する一
術本．止巡のお氏であって、いず

ニととるつ九

一れJ品一に知られた人物たちであ

「川
河文
が」
（幻
・
7・
幻）
一
る

は、「江繰…伴氏に
ωユダuとこ一・4牒停は主として粕谷一希に

きおろされた知減人凶人の仰天」一ついて命じている。
際的となっ

と題して必Tゲ晶せ九
享一長一たのは、「紛祖の文学il小林

比
嘉
文川
事ぷに
党ぶ
した
棺X

完成
と
以
リ
誕川｜｜」
（諸君
／

について、
巡目詐取り卜げる一回・5）と柑す
たのぬである

ことはArけでは出側めて柿なこと一そこで柏谷は、
小林禿織の低

い院するa
一札隊一川げという靴店家
一についてふれながら、
小林の

先ルれの
ZHNHにけ凡
る北ぃ仏

上』は教えられる処が多く、

ι4必に
eumutg
せ皮い
－r思い

ます。当地の小、
山村校の
先主も

日
教組のいうなりになってい

る呼七、ドTA’Uスムーズ

に機能拭しておりませんそ

の点、川
名後先生の
『パWナ

JUや
ぬ恋戎恨のHM叫がは
大和弘

参〆Jになり
茎究（池尻清子・
控戸市）

小川
町ア校の
教Hとして

のU叫んの
成判戦術かっ
パ治的

川巾」に刈す
る弔大な桃山川で

あ
る悦主も、日比（の
訴えが紋

切附によって辺けら
れ続けて

いること
2又必叫になかったの

であうフか
あくまで？り揃

の
白山」

キ崎市ずるわが
礼会

においては、綻びの日以つwm

木氏の供、
H京税引u、それに

対す
るや械
な批却も、ともに

「自由」が
保叫されているこ

と多度忘れしてしまったのだ

ろ7か

（10）

 

子供の
数行を．

十数年川、ルー

似の
則h械とし
て行って
川りま

したが、H
教組
勢力による数

行の州場の
抗廃は円安見はるも

のがあリ
ます。
れ紙
を川僚に

般せんされFH刈

む機ベゲゲ得て

から、
斡れとしての
ハ定け

れキ拘っ・4つになリました

ありがとヲござい
$tた。今

後と
主詳の
問題をたまにと

り
上げていただきたいと
存じ

ており
ます。（＃肢久七・
堺市）

江藤淳「ユダの季節」を読む　菊田均　月曜評論-1983.08.15


